
同
報
無
線
の
内
容
を

電
話
で
確
認
で
き
る

音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス

　
同
報
無
線
で
放
送
し
た
内
容
は
、
次

の
番
号
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
聞
き
逃
し
た
と
き
、
聞
き
取
り
に
く

か
っ
た
と
き
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。☎

０
８
０
０

－

２
０
０

－

５
６
５
６

　
県
内
の
固
定
電
話
か
ら
の
み
利
用
可
能

※
通
話
料
は
無
料
で
す
。

☎
０
５
６
７

－

５
２

－

１
４
５
１

　

�

携
帯
電
話
ま
た
は
県
外
か
ら
利
用

す
る
場
合
は
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※�

電
話
番
号
の
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※�

混
雑
時
に
は
通
話
中
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
再
度
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

総
務
部
総
務
課

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
火
の
元

の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る
な
ど
、
日
頃

か
ら
身
の
回
り
に
注
意
し
て
火
災
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
目
的

　

�

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災

予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
全
国
統
一
防
火
標
語

　
火
の
確
認
　
い
い
日
を
支
え
る

　
い
い
習
慣

●
実
施
内
容

・
消
防
団
に
よ
る
村
内
の
巡
回

・�

役
場
お
よ
び
各
分
団
車
庫
の
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴（
午
後
７
時
）

●
期
間

　

�

11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

●
問
合
せ
先

　
総
務
部
総
務
課

防災行政無線を用いた伝達訓練の実施
地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、
次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓
練は、全国瞬時警報システム（Jアラート）※

を用いた訓練で、本村以外の地域でも様々な
手段を用いて情報伝達訓練が行われます。聞
き逃した時などには、音声自動応答サービス
（下段に、記事を掲載しています）をご利用く
ださい。
●訓練実施日時
　11月11日（水）　午前11時頃
●訓練で行う放送試験
村内56カ所に設置してある同報無線から、
一斉に右の表のように放送されます。
各家庭の防災ラジオからも同様に放送され
ますので、この機会に防災ラジオの作動確
認もお願いします。

情報伝達手段 放送内容

同報無線
（防災ラジオ）

上りチャイム音
+�「これは、Jアラート
のテストです。」×3
………訓練放送文………
+　下りチャイム音

※Jアラートとは、地震・津
波や武力攻撃などの緊急情
報を、国から人工衛星など
を通じて瞬時にお伝えする
システムです。

●問合せ先　総務部総務課

information

広報とびしま／2026年11月3

活気・魅力・人づくりの村
Tobishima



information
令
和
９
年
度
採
用

飛
島
村
職
員（
一
般
事
務
職
・

第
２
回
）募
集

　

飛
島
村
職
員（
一
般
事
務
職
・
第
２

回
）を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数　
数
名

●
受
験
資
格

①�

年
齢　
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

②�

学
歴　
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を

卒
業（
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
を
含
む
）し
た
方

③�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で

き
ま
せ
ん

●
給
与
等

　

�

初
任
給（
給
料
お
よ
び
地
域
手
当
）

　
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在

　
大
学
卒　
２
５
６
，
０
０
０
円
程
度

・�

経
験
年
数
を
有
す
る
場
合
は
、
初
任

給
に
加
算
あ
り

・�

他
に
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
扶
養

手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
等
が

要
件
に
応
じ
て
支
給
あ
り

●
試
験
日

・�

第
一
次
試
験（
教
養
試
験
・
適
性
検

査
・
作
文
）　
12
月
13
日（
日
）

・
第
二
次
試
験（
面
接
）

　
令
和
９
年
１
月
中
旬
～
下
旬

●�

申
込
方
法（
①
ま
た
は
②
の
方
法
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

①
紙
に
よ
る
申
込
み

　

�

持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　

�

あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※�

詳
細
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限

　
�

11
月
24
日（
火
）

　
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
も
当
該
日
必
着　

※
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く

※�

募
集
条
件
等
は
変
更
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

●
そ
の
他

・�

採
用
日
は
原
則
と
し
て
令
和
９
年
４

月
１
日
で
す
。
た
だ
し
、
欠
員
等
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
最
終
合
格
者
の

就
職
可
能
日
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

採
用
日
を
前
倒
し
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・�

卒
業
見
込
み
で
受
験
し
た
人
が
、
令

和
９
年
３
月
31
日（
水
）ま
で
に
学
校

等
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
採

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
込
み・問
合
せ
先  

総
務
部
総
務
課

寝
具
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　
本
村
で
は
次
の
対
象
の
皆
さ
ま
が
よ

り
清
潔
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

寝
具
の
洗
濯
乾
燥
お
よ
び
消
毒
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
方
で

・
一
人
暮
ら
し
の
方

・
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
方

※�

対
象
者
の
方
に
は
詳
細
を
本
村
か
ら

ご
案
内
し
ま
す
。

●
対
象
寝
具

　

�

敷
き
布
団
・
掛
け
布
団
・
毛
布
等

　
３
枚
以
内

●
利
用
料　
無
料

●
申
込
期
間　

　
11
月
24
日（
火
）～
12
月
４
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課

私
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
補
助

　

本
村
で
は
、
私
立
高
等
学
校
や
私
立

専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒

の
保
護
者
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
、
授
業
料
の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

�

10
月
１
日（
基
準
日
）か
ら
引
き
続
き

本
村
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
高
等
学

校
や
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
方
。

※�

授
業
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び

愛
知
県
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

に
よ
り
授
業
料
が
実
質
無
償
と
な
って

い
る
方
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
額　
年
額
上
限
１
万
円

※�

授
業
料
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
補

助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
事
項

・
申
請
書

・
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
調
書

・�

村
税
納
付
状
況
を
徴
税
職
員
が
調
査

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
文
書

・�

振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の（
預
金

通
帳
な
ど
）

※�

申
請
書
等
は
、
教
育
委
員
会
教
育
課

窓
口
で
受
領
ま
た
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�【
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞

子
育
て・

教
育＞

学
校
教
育＞

飛
島
村
私
立
高

等
学
校
授
業
料

　
補
助
金
】

●
申
請
期
限

　
11
月
30
日（
月
）

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

●
問
合
せ
先
　
中
央
公
民
館
内
教
育
課

村公式ホームページ
「飛島村私立高等学校
授業料補助金」

村公式ホームページ
「飛島村職員（一般事
務職・第2回）採用候
補者試験案内」

広報とびしま／2026年11月 4



納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
８

年
１
月
か
ら
令
和
８
年
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が

対
象
者
あ
て
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
又
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」
は
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交
付
も
行
っ

て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電

子
送
付
希
望
の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の「
お
知
ら
せ
」で
電
子
版

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
登

録
す
る
と
郵
送
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
）

●
問
合
せ
先　
民
生
部
住
民
課

年
金
相
談・お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い「
予
約
相

談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・�

翌
日
以
降
の
相
談
日
か
ら
予
約
で
き

ま
す
。

・�

お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
予
約
方
法

　

�

全
国
共
通
の
予
約
受
付
電
話
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

４
８
９
０

●
問
合
せ
先

　
民
生
部
住
民
課

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試

算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
学
生
納
付
特
例
等
の
電
子

申
請
や
確
定
申
告
で
利
用
可
能
な
控
除

証
明
書
等
の
電
子
デ
ー
タ
の
取
得
が
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
中
村
年
金
事
務
所

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

●
問
合
せ
先　

　
中
村
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
２

－

４
５
３

－

７
２
０
０ 日本年金機構

ホームページ

対象者 送付時期

❶
令和8年1月1日から令
和8年9月30日までの間
に国民年金保険料を納
付された方

電子送付 令和8年10月中旬から
10月下旬にかけて順次

郵送 令和8年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

❷

令和8年10月1日から令
和8年12月31日までの
間に国民年金保険料を
納付された方（①の対象
者は除きます。）

電子送付 令和9年1月下旬から
順次

郵送 令和9年2月上旬

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」送付スケジュール
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あ
な
た
の
年
金
記
録
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
未
統
合
記
録

の
解
明
を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
お
客
様
が
加
入
状
況
を
確

認
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
持
ち
主
不
明

記
録
検
索
機
能
」
は
、
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
検
索
条
件
に
一
致
す
る
持
ち
主
不

明
記
録（
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
年
金
記
録
）が
あ
る
か
を
確

認
で
き
る
機
能
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
中
村
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
２

－

４
５
３

－
７
２
０
０

陶磁器・ガラス類を捨てるときは、投棄場またはエコプラザへ搬入していただき、
不燃ごみ袋（ピンク）へは入れないようお願いします。

回収できる場所：エコプラザ
※投棄場では回収できません
【参考例】
（乳白色・耐熱ガラスは除く）
●飲料びん
●飲薬びん
●調味料びん
※�必ず透明・茶色・その他の色に分別
のうえ搬入していただきますようお
願いいたします。

回収できる場所：エコプラザ／投棄場
【参考例】
●陶磁器
●窓ガラス
●ガラス花瓶
●ガラスコップ
●乳白色のびん
●耐熱ガラス
●化粧品のびん
●割れたびん・陶磁器

※大型または多量の場合は、許可を取り投棄場へ搬入してください。
※ガラス類には、資源ごみ（ガラスびん）を混入させないようお願いします。

資源ごみ（ガラスびん） 不燃ごみ（陶磁器・ガラス類）

陶磁器・ガラス類の捨て方にご注意ください

陶磁器・ガラス類
（割れたものも含む）

不燃ごみ袋（ピンク）

投棄場（要申請）またはエコプラザ

●問合せ先　すこやかセンター内保健環境課

information
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が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

支
援
事
業
費
補
助
金

●
補
助
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①�

申
請
日
に
お
い
て
、
本
村
に
住
所
を

有
す
る
方

②�

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受

け
た
方
ま
た
は
現
に
受
け
て
い
る
方

③�

が
ん
治
療
に
起
因
す
る
脱
毛
、
外
見

的
治
療
等
に
よ
る
乳
房
の
変
形
ま
た

は
顔
面（
眼
、
耳
等
）や
手
指
等
の
欠

損
に
対
す
る
補
整
具
を
購
入
し
た
方

④�

過
去
に
県
内
市
町
村
に
お
い
て
同
種

の
補
整
具
に
つ
い
て
補
助
を
受
け
て

い
な
い
方

⑤
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
補
助
率
等

　

�

①
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
②
乳
房
補
整

具
、
③
エ
ピ
テ
ー
ゼ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
購
入
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
各
２
万
円
）

※�

１
，
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

※�

助
成
回
数
：
１
人
に
つ
き
各
１
回
限

り
●
持
ち
物

①�

治
療
証
明
書
類（
診
療
明
細
書
、
同

意
書
、
お
薬
手
帳
、
治
療
方
針
計
画

書
な
ど
）

②�

領
収
書（
原
本
）（
申
請
者
の
フ
ル

ネ
ー
ム
、
購
入
日
、
購
入
金
額
、
購

入
内
容
、
発
行
者
の
名
称
の
記
載
が

あ
る
も
の
）

③
振
込
先
が
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）

●
申
請
期
間

　

�

補
助
対
象
品
購
入
翌
日
か
ら
１
年
以

内
※�

エ
ピ
テ
ー
ゼ
は
令
和
８
年
４
月
１
日

以
降
に
購
入
し
た
も
の
が
対
象

●
申
請
・
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
環
境
課

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
金

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
乗

車
時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
の
一
部
を
次
の
と

お
り
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

�

村
内
に
住
所
を
有
す
る
７
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
の
方

※�

補
助
申
請
年
度
末
に
当
該
年
齢
に
到

達
す
る
方
を
含
む

●
対
象
と
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

�

令
和
８
年
４
月
以
降
に
購
入
し
た
新

品
の
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で

あ
り
、
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー

ク
、
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク（
E
N
1
0
7
8
）

な
ど
安
全
性
の
承
認
を
受
け
た
も
の

●
補
助
率
等

　
�

購
入
金
額
の
２
分
の
１
の
額
ま
た

は
、
２
，
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額

※
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

※�

助
成
回
数
：
１
人
に
つ
き
１
個（
回
）

限
り

●
必
要
書
類

・
補
助
申
請
書

　

�

開
発
部
建
設
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・�

領
収
書
の
写
し（
保
護
者
が
ま
と
め

て
申
請
す
る
場
合
は
お
子
さ
ま
ご
と

に
領
収
書
が
必
要
で
す
）

・�

対
象
者
の
生
年
月
日
を
証
明
す
る
も

の
・�

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
安
全

承
認
適
合
が
わ
か
る
も
の（
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
現
物
提
示
で

も
可
）

・�

納
税
証
明
書
ま
た
は
村
税
納
付
状
況

を
税
務
職
員
以
外
の
村
職
員
が
調
査

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
文
書

・
補
助
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の

・
誓
約
書

●
申
請
期
限　

　
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

※�

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入

し
た
年
度
末
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　
開
発
部
建
設
課

広報とびしま／2026年11月7

活気・魅力・人づくりの村
Tobishima



information

在住・在勤問わず

「令和8年度飛島村男女
共同参画サテライトセミナー」

総務部 企画課への

午後5時

高校卒業後、単身アメリカ・テキサス州ダラスへ渡米。 
ダラス・バプティスト大学、メディアコミュニケーション学部卒業。
平成15年4月から ZIP-FM ミュージック・ナビゲーター。ZIP-FMの歴代最長女性 DJ として、
さらに初のママ DJ として活動。
なお、現在もイベント MC、ラジオ・テレビ CM のナレーター、またコミュニケーション講師として
企業・行政にて講演多数。
子育てコミュニティ link&M(リンクミー)代表。
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●問合せ先　名古屋地方裁判所　刑事訟廷裁判員係　☎052-203-8916
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